
■令和８年度一般会計第一次補正予算
22億8,108万円議決
◆去る６月 4日（木）に令和８年葛飾区議会第二回
定例会が開会し、６月 22日（月）までの 19日間の
会期で開催されました。◆今定例会では第一次補正
予算案 22 億 8,108 万円の他、条例案 9件、契約案
8件他が上程され、最終本会議で議決されました。
◆今回の補正予算では、区民事務所でのマイナンバ
ーカード交付予約枠拡大、プレミアム付商品券の拡
大、介護施設などの福祉施設や民間子育て支援施設
などへの物価高騰緊急対策助成、小学校へのエデュ
ケーションアシスタント、中学校への副校長補佐の
拡充などが盛込まれ、今後取り組みが進められます。
◆その他、リチウムイオン電池の回収、集合住宅の
防災マニュアル案などが報告されました。

■区政トピック
■民泊等直通ダイヤル開設
◆宿泊施設周辺の良好な住環境確保をはかるため、
　葛飾区民泊・旅館業制度直通ダイヤルを開設
　０３-６６６２-６５７０ （平日 8：３０～17：００）
◆詳細は区公式ホームページで周知　
■ヤングケアラー相談専用電話開設
◆6月 1日より「子ども総合センター」内にヤング
　ケアラー相談専用電話を設置　
◆対象：区内在住 18才未満の子ども
　０３-３６０２-１３６０ （月～土 8：３０～17：００）
■住宅用消火器購入補助　
◆首都直下地震で想定されている火災被害を軽減させる
　ため、住宅への消火器導入支援事業をスタート。
　◎消火器・エアゾール消火器などへ助成率１/２・上限5,000円
◆詳細は広報かつしか、区公式ホームページなどで周知

■ かわごえ誠一連絡先 ■　〒124-0012葛飾区立石８-４７-１８　携帯電話 ０９０－２９３２－７３１５
　      ｅ-mail  ： info@kawagoeseiichi.com

◆ かわごえ誠一プロフィール  ●1963年3月
川崎市生まれ ●立石在住38年 ●防災士 
●子育てネットワーク・学童保育増設・PTA
・図書館友の会などに取組む ●都議秘書
を経て2013年区議選で初当選・2025年４期
目当選 ●議会所属：建設環境委員会・議
会運営委員会理事・危機管理対策特別委員
会副委員長 ●会派：かつしか立憲幹事長

令和８年区議会第二回定例会報告

令和８年区議会第一回定例会報告

単位１千円
（構成比）

Facebook　かわごえ誠一サポーターズクラブ 　→

←　Instagram かわごえ誠一日々の地域の活動など 

◆令和８年葛飾区議会第一回定例会が2月 16日（金）から40日間
の会期で開催され、3月 27 日（木）に閉会しました。
■令和８年度葛飾区一般会計当初予算

過去最大級2,829億6,000万円　
◆令和 8年度当初予算案が上程され、一般会計では過去最大規模の前年度
比 9.9%増となる、2,829 億 6千万円が議決されました。◆歳入面では税収
増の一方、歳出では全体的に物価高騰による経費が増加しており、起債～
いわゆる借金による財源確保など、見通しは決して楽観視できる状況ばか
りではありません。◆学校改築や福祉などの経常経費、増加する行政需要
への対応などへ対応するため、予算の執行状況を精査してまいります。

■令和8年度一般会計当初予算の割合
予備費　300,000（0.1%） 議会費　609,514（0.2%）

総務費　
30,751,226（10.9%）
環境費

 　

8,584,805
            （3.0%）

福祉費　
103,785,730
（36.7%）

衛生費　8,816,971 （3.1%）産業経済費　5,326,429 （1.9%）

都市整備費　25,842,770 （9.1%）

諸支出金  　19,563,906（6.9%）

教育費 　47,749,937　（16.9%）

職員費　29,178,805（10.3%）

公債費　2,449,907（0.9%）

区議会レポート
発行：かつしか立憲　
【区議会控室】東京都葛飾区立石 5-13-1
電 話 03-3695-1111（代）
ｆａｘ 03-5654-7189

かわごえ誠一オフィシャルサイト　

www.kawagoeseiichi.com   →
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タウンミーティング・学習会報告
■タウンミーティング　「3.11」あの日からもう
　すぐ15年  ～東日本大震災3.11を振り返り、
　これからの防災を考える～開催
◆今年は東日本大震災 3.11 から 15年になります。◆去る
２月７日（土）に「東日本大震災3.11を振り返り、これか
らの防災を考える」をテーマにタウンミーティングを開催
しました。◆この15年間で各地で大きな災害が発生し、こ
の葛飾区でもいつ大規模災害に見舞われるかわからない状
況です。◆私たちのまちを守るため、被災地の実体験から学
びたいと企画をしました。◆以下、一部要約を報告します。

■3.11 葛飾小学校での帰宅困難者受入れ体験
◆講演に先立ち、かわごえから、3.11 での帰宅困難者の
受け入れについて報告いたしました。◆当時PTA会長を務
めていた葛飾小学校で発災直後から、先生方と児童の引き
渡しとともに、その後、青砥駅から閉め出された300人近
い帰宅困難者の受入れを行いました。◆帰宅困難者と一言に
言っても平日午後に京成線から放り出された方々の中には、
ご高齢のご夫婦や、ベビーカーを押した若いご夫婦、地方
から就活に出てきた学生、部活に向かう中学生のグループ、
下校途中の女子学生、聴覚障害の方、外国人旅行客の一団
など多様な方がいました。◆避難者の受入れは一晩だけでし
たが、多様な人が避難すること、災害時の支え合いが大切
であることを体験しました。◆今後も災害時の学校と地域
の連携体制構築に向けて発信していきたいと思います。

■大津波から子どもの命を守った学校の話◆巨大地震・大
津波警報・避難所・安否確認に奔走した学校現場のリアル
　　《柏崎正明さん　元大船渡小学校校長・元大船渡市教育委員》
◆東日本大震災発災時に岩手県の大船渡小学校の校長を務
めていた柏崎正明さんをお招きし、当時の緊迫した状況を
伺いました。◆発災直後に、児童・教職員が校庭に避難し、
保護者が引き取りに学校に到着しはじめたところへ大津波
警報が届いたとのことです。◆通常の避難経路である校門
からでは避難が間に合わないと判断し、保護者や地域の方
々にも声をかけ、児童たちを裏山に向けてフェンスを乗り
越えて避難し、その直後に津波が押し寄せてきたとのこと
でした。◆その後、避難所で子どもの引き渡しを続けると
ともに、発災前に帰宅していた子どもたちの安否確認のた
め地域の避難所などを訪れ、3日目に全員の安全が確認取
れた時に教員が全員で喜び合った様子などが語られました。
◆また、3.11 の後、大船渡小学校で津波により学用品な
どが流された状況を聞いた白鳥小学校の PTA がランドセ
ルの寄附を呼びかけ、関係者が直接大船渡へ送り届けまし
た。◆それをきっかけに、大船渡小学校と白鳥小学校との
交流が続けられましたが、被災地として遠方からの支援
がなによりも励みになったとのことです。◆3.11から 15年
になり社会でも記憶が薄れ、当時を知らない世代も増えて
きたが、忘れさせないために、語り続けていく必要がある、
との思いを話されていたのが強く印象に残っています。
◆緊急時の臨機応変の判断の重要性と、子どもたちの安全
を確保するための責任感について学びが大きい講演でした。
■子どもたちの命を守るために
◆今回の講演から学校現場で子どもたちの命を守るために、
学校に関わる関係者の意識向上が重要であり、教育委員会

【雑 感】  ◆３月以来の区議会レポートとなりました。◆個人的なことで
すが、昨年の選挙後から実家の父親が入退院を繰り返し、川崎市の病院
へ通う日々を送り、先般、看取りました。◆そのような中で駅頭活動や
地域の活動の一部を制限せざるを得ない状況であったことご理解いただ
ければと思います。◆これまでも仕事と介護を抱えている方々への支援
の課題について取組んでまいりましたが、今回、当事者として経験をさ
せていただくことになりました。◆「もっと大変な方がいる」と言われる
かもしれませんが、日々の緊張感や心理的な状況を我がこととして体験

することになりました。◆様々なところで、「実は私も」と声をかけてい
ただくことが増え、特に話す機会がないため共有する機会もないことを
感じました。◆この間、区内で開催されていたケアラーズカフェに参加し、
話を伺う機会がありました。◆そこでは「自分一人ではないんだと感じら
れた」「話ができ気持ちが軽くなった」「先の見通しが立られてそう」な
どの言葉があり、当事者同士の情報共有の場がいかに大切かも感じまし
た。◆今回の経験では改めてケアをする側を支える意味を考える機会と
なり、今後ケアラーへの支援体制について考えていきたいと思います。

としての危機管
理体制の構築が
急務だと感じま
した。◆被災地
からの発信を活
かし、区内の環
境整備を進めて
いきたいと思い
ます。

■避難所開設訓練・防災訓練開催
◆１月24日（土）に葛飾小学校において避難所開設訓練
が行われました。◆3.11 以降体制を整備し、定期的に行っ
ている訓練の一環で、今回は避難所開設の初動体制の確

認を行いました。◆また、今回は
近隣保育園・学童保育クラブに加
えて手話通訳ボランティアの関係
者も参加し、災害時の連携につい
ても考える機会となりました。

地域共生のための防災訓練
◆災害は国籍も関係なく襲っ
てきます。能登半島地震でも
外国人が孤立したことが報道
されま
したが、

今年 2月に災害知識の少ない外国ル
ーツの方へ地域団体と消防署が連携
し、それぞれ防災訓練を実施しました。

一般質問に登壇

タウンミーティング会場風景

タウンミーティングの一場面

避難所訓練の風景避難所訓練の風景

子育て中の外国人との訓練子育て中の外国人との訓練

外国人コミュニティとの訓練外国人コミュニティとの訓練
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